天の国プラザでの出店に係る仕様書
令和７年６月

一般社団法人日田市観光協会
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天の国プラザでの出店に係る仕様書
１　趣旨

　　本仕様書は、天の国プラザ（以下「施設」という。）で出店者が営業するに当たり、地方自治法（昭和22年法律第67号）第244条の2第3項及び日田市観光案内所の設置及び管理に関する条例（昭和59年3月29日日田市条例第2号。以下「条例」という。）の規定に基づき日田市が指定する指定管理者（以下「指定管理者」という。）が出店者に要求する水準等を示すものである。
２　施設での営業における基本方針
　　施設で営業を行うに当たり、次に掲げる項目に沿って行うこと。

　（１）指定管理者が条例に基づいて行う業務を阻害しないこと。
　（２）利用者の声を把握し、施設関わることは指定管理者に報告すること。

　（３）施設は独占せず、利用者が平等に利用できる公共スペースを確保すること。

　（４）施設利用者等の個人情報の保護を徹底すること。
　（５）施設の利用にあたっては、指定管理者と緊密な連携を取ること。
３　施設等の概要
　（１）所在地　　　　日田市天瀬町桜竹530番地3
　（２）構造　　　　　木造平屋建て（一部鉄骨）
　（３）建築年度　　　平成8年4月
　（４）延床面積　　　128 51 ㎡
　（５）利用料　　　　55,000円（税込）/月
４　利用期間及び時間
　（１）利用期間
契約締結後～令和8年3月31日を基本とする。
ただし、指定管理者が認める場合においてはこの限りではない。
　（２）利用時間
　　　　午前9時00分～午後5時00分
　（３）利用期間の変更
　　　ア　利用期間の変更は、1か月単位で行うものとする。
イ　出店者が利用期間の変更を希望する場合は、利用期間最終月の前々月の月末までに指定管理者に届け出を行うこと。
　　この日が指定管理者の休業日等である場合は、その直前の営業日までとする。

ウ　災害等の出店者の責に帰さない理由で、当該月の月末まで施設の利用ができなくなった場合は、指定管理者は出店者の利用日数に応じて利用料の変更を行うものとする。
５　施設の利用等に関する注意事項
（１）喫煙は指定された場所のみとし、館内は禁煙とすること。
（２）施設に関する問い合わせや苦情については指定管理者と密に連携し、適切な対応を行うこと。
（３）利用者に対しては指定管理者と密に連携し、親切丁寧な対応を心がけること。

・負傷者、急病人の対応

・年少者、高齢者、障がい者等に対する配慮
６　施設の設備等の取り扱い
出店者は、出店者及び出店者の顧客等が利用する公共スペースの設備等を安全かつ良好な環境で提供できるよう、現状を維持していくこと。
（１）設備等の管理
　　ア　設備の管理
　　　①　利用する施設の設備等は、安全かつ良好な環境で提供できるよう、現状を維持していくこと。
　　　②　施設で営業を行うにあたり、営業許可等の理由で設備を改修する場合は、指定管理者の許可を得ること。
　　　　　この場合の改修費用については、出店者が負担するものとする。
　　　③　出店者が自らの営業のために改修した設備については、利用終了後30日以内に、利用開始前の状態に復旧しなければならない。
　　　　　ただし、指定管理者及び日田市が認めるものについてはこの限りではない。
　イ　備品の管理

①　利用する施設の備品等は、安全かつ良好な環境で提供できるよう、現状を維持していくこと。

②　備品等の紛失、破損等が生じないよう必要な処置を行うこと。

③　備品等は常に利用可能な状態に保管すること。

　　　ウ　物品の帰属等

①　施設に設置している物品等の利用については、指定管理者の許可を得ること。

②　施設に関わる物品等の購入については指定管理者が行うものとし、購入後の物品等は指定管理者の所有に属するものとする。
③　施設に関わる物品等の修繕については、指定管理者が行うこと。

④　施設に関わる物品等の廃棄等の異動については、「日田市会計規則」及び関係法規の定めるところにより指定管理者が行うこと。
（２）施設における火災、破損、事故等の防止に努めること。
（３）環境への配慮

　　　　　施設での営業において生じる環境への負荷の低減に努めること。

（４）その他

　　　　ア　トラブル時の対応

1 要望や苦情、トラブル等は、指定管理者と密に連携し、迅速、適切に処理すること。

② 出店者への要望、苦情等は、速やかに指定管理者に報告すること。

イ　仕様に定められていない事項の対応

1 指定管理者と出店者は対応について協議を行うこと。

７　法令等の遵守
施設での営業にあたっては、本仕様書のほか、次に掲げる法令等に基づかなければならない。

（１）地方自治法第244条第2項及び第3項、第244条の2第7項

（２）日田市観光案内所の設置及び管理に関する条例

（３）日田市観光案内所の設置及び管理に関する条例施行規則

（４）食品衛生法
（５）その他関係法令等

なお、指定管理期間中に法令等の改正があった場合は、改正された内容を遵守すること。
８　事業計画書及び事業報告書等の提出

（１）事業計画書の提出

　　　出店者は、下記の事項を記載した業務計画書を指定管理者に提出すること。
①　事業計画

②　収支計画
（２）事業報告書の提出
　　　出店者は、下記の事項を記載した前月分の月次報告書を毎月10日までに指定管理者に提出すること。なお、利用終了月及び年度最終月の報告書については、次月10日までに月次報告書及び年次報告書を指定管理者に提出すること。
1 　事業報告
2 　収支報告
９　出店許可の取り消し等

指定管理者は、出店者が指定管理者の指示に従わない場合や、指定管理者不利益が生じる場合など、指定管理者の業務に支障が生じる恐れがあると認める場合は、出店許可を取り消し、又は期間を定めて営業の全部又は一部の停止を命ずることができる。

10　出店者の営業の継続が困難となった場合の措置等

（１）出店者の責めに帰すべき事由により営業の継続が困難になった場合の措置

　　　指定管理者は、出店許可を取り消す等の措置をとることとする。この場合、指定管理者に生じた損害は、出店者が賠償しなければならない。

（２）その他の事由により営業の継続が困難になった場合の措置

天災、不可抗力その他の指定管理者又は出店者の責めにことができない事由により、営業が困難となった場合、指定管理者と出店者は、営業の継続の可否について協議を行うものとする。

　　　なお、協議の結果、当該出店者による営業が困難と指定管理者が判断した場合は、指定管理者は営業許可を取り消すことができるものとする。

11　リスク分担
　リスク分担については、次項の「リスク分担表」を基本とし、その他の特別の事情があると認めた場合は、指定管理者出店者で協議の上決定する。

12　留意事項　

　　　営業を行うにあたっては、次に事項に留意して実施すること。
（１）守秘義務

　　　　出店により指定管理者の行う管理業務に関し知り得た秘密を外部に漏らし、又は他の目的に使用できない。また、施設利用期間終了後の場合も同様の取扱いとする。
（２）保険及び損害責任の取扱い
　　　出店者責務に起因する火災、損害等は、出店者が賠償しなければならない。これに伴う火災保険及び施設賠償責任保険は、出店者が加入するものとし、費用は出店者の負担とする。
　（３）その他

出店者は、この仕様書に規定するもののほか、出店者が行う営業等について、定めのない事項又は疑義が生じた場合には、市と協議の上決定するものとする。

○リスク分担表
	種類
	内容
	負担者

	
	
	指定管理者
	出店者

	法令等の変更
	出店者が行う営業に及ぼす法令等の変更
	協議事項

	物価変動
	燃料費、光熱水費等の予測し得ない物価上昇に伴う利用料の増
	協議事項

	不可抗力
	不可抗力（暴風、豪雨、洪水、地震、火災、争乱その他の指定管理者又は出店者のいずれかの責めにも帰すことができない自然的又は人為的な現象）に伴う、施設、設備の修復による営業不能
	協議事項

	第三者への賠償
	出店者としての注意義務を怠ったことにより損害を与えた場合
	
	○

	
	上記以外の理由により損害を与えた場合
	○
	

	出店店舗利用者への対応
	地域との協調
	
	○

	
	店舗の管理、営業内容に対する市民及び店舗利用者からの要望等への対応
	
	○

	
	上記以外
	○
	

	政治、行政的理由による事業変更
	政治、行政的理由から、店舗の管理、営業の継続に支障が生じた場合、又は営業形態の変更を余儀なくされた場合の経費及び当該事情によるその後の利用料等の変更
	協議事項

	店舗競合
	競合店舗による利用者減、収入減
	
	○

	需要変動
	当初の需要見込みと異なる状況
	
	○

	運営リスク
	施設、機器の不備や事故による臨時休館等に伴う運営リスク
	協議事項

	
	出店者の責めによる臨時休館等に伴う運営リスク
	
	○

	書類の誤り
	仕様書等の指定管理者が責任を持つ書類誤りによるもの
	○
	

	
	事業計画書等の出店者が提案した内容の誤りによるもの
	
	○

	施設・設備の損傷
	経年劣化によるもの
	○
	

	
	第三者の行為から生じたもので相手方が特定できないもの
	○
	

	セキュリティ
	出店者の管理不十分による店舗営業に関わる犯罪発生等
	
	○




